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馬
ま
渕
ぶち
　修
おさむ
さん（69歳・正路）

野
の
中
なか
　詣

けい
一
いち
さん（78歳・野中）

近
こん
藤
どう
　兵

へい
喜
き
さん（78歳・田子）

藤
ふじ
岡
おか
　禮

れい
子
こ
さん（70歳・平船）

寺
てら
岡
おか
　清
きよし
さん（73歳・小田）

功労賞（産業経済）

功労賞（保健・福祉）

功労賞（地方自治）

功労賞（保健・福祉）

功労賞（保健・福祉）

　昭和63年８月から本年８月まで
の21年間、農業委員を務め、農地
の番人として変動する農地行政をけ
ん引されました。同12年８月から
は会長職務代理者として持ち前の
リーダーシップを発揮し、農政活動
に大きく貢献されました。

　平成7年1月、国民健康保険運営
協議会委員に任命と同時に同会長に
就任。現在も優れた指導力で国民健
康保険事業の適正な運営に寄与され
ています。同14年2月からは葛巻病
院経営審議委員会委員としても病院
経営の健全化に尽力されました。

　昭和29年から現在までの55年間
にわたって統計調査員として統計思
想の普及と発展に尽くされました。
平成4年から同19年までは町統計調
査員協議会理事を務め、統計調査の
推進役として多大な貢献をされまし
た。

　昭和50年4月から本年3月までの
34年間、保健委員として健康教室
の開催や健康相談の周知連絡など地
域の保健活動普及に積極的に取り組
まれました。また、昭和59年4月か
ら食生活改善推進員を務め、地域住
民の健康づくりに尽力されています。

　昭和59年4月から同63年3月まで
小田部落会長と小田公衆衛生組合長
として地域の発展、保健衛生思想の
向上に貢献。平成9年度から同14年
度まで町公衆衛生組合連合会長を務
め、組織の強化を図られました。

　

平
成
二
十
一
年
度
町
勢
功
労
者
表
彰

式
は
十
一
月
二
日
、
ふ
れ
あ
い
宿
舎
グ

リ
ー
ン
テ
ー
ジ
で
行
わ
れ
、
町
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
た
五
人
の
方
に
町
長
か
ら

表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

鈴
木
重
男
町
長
は
「
先
人
の
た
ゆ
ま

ぬ
努
力
で
全
国
か
ら
高
い
評
価
を
い
た

だ
く
町
に
な
り
ま
し
た
。
誇
り
を
持
て

る
ま
ち
づ
く
り
、
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
高
い
見
地
か
ら
今
後
と
も
ご
指

導
く
だ
さ
い
」
と
感
謝
の
言
葉
を
述
べ

功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。

町勢功労者受賞者の皆さん

町
勢
功
労
者

長
年
の
努
力
と
功
績
に
表
彰
状

赤坂チヤさん（85歳・小屋瀬）

食
生
活
改
善
活
動
の
基
礎
づ
く
り
に
貢
献

　

平
成
二
十
一
年
度
栄
養
関
係
功

労
者
表
彰
（
食
生
活
改
善
事
業
）

で
、
赤
坂
チ
ヤ
さ
ん
が
厚
生
労
働

大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

赤
坂
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
九
年

四
月
に
町
食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会
設
立
以
来
十
九
年
間
、
会
長

と
し
て
町
の
食
生
活
改
善
活
動
の

基
礎
を
築
か
れ
ま
し
た
。
生
活
習

慣
病
予
防
に
伝
達
料
理
教
室
を
開

催
し
た
り
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
の

総
チ
ー
フ
と
し
て
も
活
躍
。
持
ち

前
の
細
や
か
な
気
配
り
で
若
い
会

員
の
良
き
指
導
者
と
し
て
、
地
域

の
お
世
話
役
と
し
て
今
な
お
活
躍

中
で
す
。

《
ご
報
告
と
お
詫
び
》

　

こ
の
た
び
、町
職
員
（
事
務
職
・

30
代
）
が
職
場
の
親
睦
団
体
の
会

費
を
私
的
に
流
用
す
る
不
祥
事
が

発
覚
し
ま
し
た
。
町
民
の
皆
さ
ま

の
信
頼
を
大
き
く
裏
切
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
こ
と
を
心
よ
り
お
詫

び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

事
件
は
、
当
該
職
員
が
職
場
の

親
睦
団
体
の
経
理
を
一
人
で
任
さ

れ
る
中
で
発
生
し
、
総
額
百
万
円

を
超
え
る
金
額
の
私
的
流
用
が
行

わ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
職
務
以

外
の
こ
と
で
上
司
の
管
理
・
監
督

が
及
ば
な
い
中
で
会
費
等
の
私
的

流
用
が
平
成
十
九
年
十
二
月
か
ら

長
期
に
わ
た
り
繰
り
返
さ
れ
て
い

た
も
の
で
す
。
十
一
月
二
十
七
日

付
け
で
当
該
職
員
を
懲
戒
免
職
、

管
理
責
任
者
等
で
あ
る
副
町
長
及

び
課
長
級
職
員
二
名
を
文
書
に
よ

る
厳
重
注
意
処
分
と
し
ま
し
た
。

な
お
、
流
用
し
た
全
額
は
す
で
に

弁
済
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
不
祥
事
が
二
度
と

起
こ
ら
な
い
よ
う
、
法
令
遵
守
や

公
務
員
倫
理
及
び
服
務
規
律
の
確

保
を
図
る
な
ど
再
発
防
止
に
取
り

組
み
、
町
政
に
対
す
る
町
民
の
皆

さ
ま
の
信
頼
回
復
に
向
け
て
全
職

員
一
丸
と
な
っ
て
全
力
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　

葛
巻
町
長　

鈴
木
重
男

　

元
町
川
は
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
環

境
と
人
々
の
暮
ら
し
が
調
和
し
て

い
る
原
風
景
を
保
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
自
然
環
境
と
地
域
の
特
色
に

配
慮
し
た
「
多
自
然
川
づ
く
り
」

を
目
指
し
、
地
域
の
人
な
ど
で
つ

く
ら
れ
た
川
づ
く
り
懇
談
会
や
川

づ
く
り
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
の
意

見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
工
事
が
進

め
ら
れ
ま
し
た
。
被
災
前
の
川
を

イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
、
総
延
長
約

四
、
五
㌔
に
生
息
す
る
イ
ワ
ナ
や

ハ
ナ
カ
ジ
カ
、
ヒ
メ
シ
ロ
チ
ョ
ウ

な
ど
の
動
植
物
の
繁
殖
に
配
慮
し

た
環
境
を
保
つ
こ
と
な
ど
地
域
の

特
色
が
生
か
さ
れ
ま
し
た
。

　

流
域
に
暮
ら
す
人
々
の
思
い
が

込
め
ら
れ
た
元
町
川
を
未
来
へ
つ

な
ぐ
た
め
、
参
加
者
ら
は
河
川
の

草
刈
り
を
す
る
な
ど
地
域
一
体
で

元
町
川
を
管
理
す
る
こ
と
を
誓
い

ま
し
た
。

復旧工事を終えた同地区自
然
環
境
に
配
慮
し
た

元
町
川
へ

洪水ではんらんした岩瀬張地区

⬇

元
町
川
の
安
全
願
い

元
町
川
の
安
全
願
い

植
樹
会
と
意
見
交
換
会

　

記
念
植
樹
会
は
、
葛
巻
高
校
付

近
の
元
町
川
沿
い
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
冷
た
い
雨
や
雪
が
降
る
中
、

地
権
者
や
地
域
の
小
学
生
、
町
や

県
の
関
係
者
な
ど
約

八
十
人
が
参
加
。
オ

ニ
グ
ル
ミ
や
イ
タ
ヤ

カ
エ
デ
、
ハ
ル
ニ
レ

十
二
本
の
苗
木
が
小

学
生
ら
の
手
に
よ
っ

て
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
葛
巻
小
六
年
の
藤
森
明

美
さ
ん
と
、
吉
澤
桃も

も

華か

さ
ん
、
橋

本
悠ゆ

愛め

さ
ん
は
「
災
害
は
と
て
も

怖
か
っ
た
け
れ
ど
、
川
が
立
派
に

完
成
し
て
う
れ
し
い
。
二
度
と
災

害
が
起
き
な
い
で
ほ
し
い
」
と
願

い
を
込
め
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
ふ
れ
あ
い
宿
舎
グ

リ
ー
ン
テ
ー
ジ
で
意
見
交
換
会
を

開
催
。
盛
岡
地
方
振
興
局
土
木
部

職
員
が
概
要
を
説
明
し
た
後
、
元

町
川
の
思
い
出
や
未
来
に
つ
い
て

意
見
を
交
換
し
ま
し
た
。

　平成18年10月６日から８日にかけ
て本町を襲った豪雨災害で、過去に
ない被害を受けた元町川の復旧工事
は本年３月に完成。これを記念して
11月21日、植樹会と意見交換会など
記念行事が開催されました。元町川
の完成を祝うとともに、川の安全と、
川を管理する岩手県と地域が維持管
理で協力することを誓いました。

■元町川災害復旧事業
　概要　
　▽延長　4.5㎞
　▽事業費　約12億円

①力を合わせて植樹する向川原望
み

玖
く

さん、大和ちゃん、睦美さん親子　
②植樹を終えた関係者　③地元の人
や関係者が参加した意見交換会

❶

❷

❸


